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メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

 

市

の

対

策

は

健
康
相
談
な
ど

 
効
果
的
か
つ
適
切
に
推
進
し
て
い
く

障害者自立支援法の移動支援
　通学にも利用拡大できないか

財源措置の要望書を提出しており
　国等の動向を注視したい

税 制 改 正
非課税から課税になった人へ
　 一 時 的 な 手 当 の 考 え は

税 制 改 正 の 趣 旨 か ら
　 手 当 の 創 設 は 難 し い

水
道
事
業

 

都

に

移

行

後

の

市

の

取

組

は

良
質
な
地
下
水
の
保
全
等

 
都

と

協

力

し

実

施

し

て

い

く

ご
み
有
料
化
へ
市
民
の
賛
意
は
あ
る
が

ダ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス
撤
去
ま
で

 

言

及

す

る

論

理

は

有
料
化
の
実
効
性
を
考
え
る
と

 

収
集
は
戸
別
収
集
と
な
る
た
め

全国学力・学習状況調査
個人情報保護の取組は

個人情報保護の観点から
　個人番号で対応した

手
塚　

歳
久
議
員　

生
活
習
慣
病

の
引
き
金
と
な
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は
、
運
動
習
慣
の

減
少
等
の
影
響
が
大
き
く
、
生
活

に
最
も
身
近
な
問
題
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
問
題
へ
の
市
の

対
策
を
聞
き
た
い
。

市
長　

健
診
で
発
見
さ
れ
た
高
血

糖
、
高
血
圧
等
の
危
険
因
子
を
あ

わ
せ
持
つ
人
へ
医
師
等
が
早
期
に

介
入
し
、
指
導
を
行
う
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

健
康
相
談
や
健
康
づ
く
り
の
環

境
整
備
な
ど
効
果
的
か
つ
適
切
に

推
進
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
へ
は
、
積
極
的
な
取
組
に

よ
り
、
医
療
費
等
の
削
減
が
行
わ

れ
、
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
の
削
減
に

つ
な
が
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

福
祉
保
健
部
長　

本
市
は
、
ラ
イ

フ
コ
ー
ダ
︵
生
活
習
慣
記
録
機
︶

を
活
用
し
た
家
庭
等
で
の
取
組
み

支
援
な
ど
多
様
な
事
業
の
導
入
や

地
域
、
家
庭
の
保
健
力
向
上
な
ど

を
図
り
、
そ
の
結
果
、
ト
ー
タ
ル

服
部　

ひ
と
み
議
員　

障
害
者
自

立
支
援
法
の
移
動
支
援
に
つ
い
て
、

市
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
は
、
社
会

参
加
を
目
的
と
し
た
外
出
は
対
象

だ
が
、
通
学
等
に
は
利
用
で
き
な

い
と
あ
る
。
な
ぜ
義
務
教
育
に
さ

え
認
め
ら
れ
な
い
の
か
、
法
の
趣

旨
か
ら
見
て
も
疑
問
が
残
る
。

　

国
は
、
各
自
治
体
の
責
任
で
通

学
へ
の
利
用
拡
大
は
認
め
て
い
る

も
の
の
、
予
算
措
置
は
さ
れ
ず
、

自
治
体
任
せ
と
な
っ
て
い
る
と
こ

ろ
に
問
題
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

独
自
に
通
学
に
も
拡
大
し
て
い

る
自
治
体
も
あ
る
が
、
移
動
支
援

を
拡
大
す
る
考
え
は
な
い
か
。

福
祉
保
健
部
長　

十
分
な
財
源
措

置
が
な
い
状
況
で
は
困
難
で
あ
る
。

　

既
に
、
市
長
会
を
通
じ
、
国
等

へ
財
政
措
置
の
確
立
を
求
め
る
要

望
書
を
提
出
し
て
い
る
の
で
、
今

後
の
動
向
を
注
視
し
た
い
。

議
員　

学
童
ク
ラ
ブ
に
通
う
障
害

児
の
移
動
支
援
を
認
め
る
考
え
は
。

福
祉
保
健
部
長　

認
め
る
自
治
体

も
出
て
き
て
い
る
の
で
、
そ
の
社

会
的
背
景
等
も
十
分
に
調
査
研
究

し
て
い
き
た
い
。

他
新
町
小
学
校
の
給
食
調
理
業
務
に
つ

い
て 

｜  
自
校
調
理
方
式
の
継
続
を
求

め
ま
す
｜

目
黒　

重
夫
議
員　

平
成
19
年
は

定
率
減
税
の
廃
止
に
よ
り
、
全
世

代
で
増
税
と
な
っ
た
。特
に
、今
回

は
税
源
移
譲
と
重
な
っ
た
た
め
、

重
税
感
は
更
に
増
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
17
年
度
以
降
、
モ
デ

ル
世
帯
で
の
増
税
額
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

　

ま
た
、
増
税
に
よ
る
増
収
分
は

24
億
円
を
超
え
て
い
る
が
、
還
元

策
と
し
て
、
18
年
度
に
非
課
税
か

ら
課
税
に
な
っ
た
人
に
対
し
、
一

時
的
な
手
当
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

財
務
部
長　

夫
が
給
与
所
得
者
で

扶
養
家
族
が
妻
と
子
供
２
人
の
合

計
３
人
、
年
収
７
０
０
万
円
の
場

合
で
は
、
８
万
２
０
０
０
円
の
増

額
と
な
る
。年
金
受
給
者
で
は
、夫

69
歳
、妻
68
歳
の
２
人
世
帯
で
、年

金
収
入
３
０
０
万
円
の
場
合
で
11

万
９
７
０
０
円
の
増
額
と
な
る
。

福
祉
保
健
部
長　

税
制
改
正
の
趣

旨
か
ら
一
時
的
な
手
当
は
難
し
い
。

議
員　

目
に
見
え
る
形
で
の
還
元

策
を
考
え
ら
れ
な
い
か
。

財
務
部
長　

各
主
管
部
で
福
祉
的

な
施
策
の
要
求
が
あ
れ
ば
、
財
務

部
と
し
て
は
真
剣
に
議
論
し
た
い
。

他﹁
府
中
市
体
育
施
設
整
備
構
想
﹂
は

過
大
す
ぎ
な
い
か

村
崎　

啓
二
議
員　

本
市
の
水
道

事
業
は
平
成
21
年
に
都
へ
全
面
移

行
さ
れ
る
。

　

水
は
命
の
根
源
で
あ
り
、
日
常

生
活
等
に
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
移
行
後
、
安
全
で
お

い
し
い
水
の
提
供
に
向
け
、
市
は

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
考
え
か
。

市
長　

災
害
に
よ
る
被
害
発
生
時

の
迅
速
な
応
急
給
水
活
動
や
良
質

な
地
下
水
の
保
全
、
水
質
調
査
等

を
都
と
協
力
し
て
実
施
し
て
い
く
。

議
員　

河
川
系
の
水
道
水
よ
り
お

い
し
い
地
下
水
を
保
有
水
源
と
位

置
付
け
、
保
全
と
活
用
を
推
進
す

る
よ
う
都
に
要
請
で
き
な
い
か
。

　

ま
た
、
更
に
安
全
な
水
の
提
供

を
す
る
た
め
、
処
理
装
置
の
設
置

が
十
分
で
な
い
浅
間
水
源
井
及
び

若
松
２
号
水
源
井
へ
ば
っ
気
処
理

装
置
等
を
設
置
す
る
よ
う
、
都
に

要
望
で
き
な
い
か
。

都
市
整
備
部
長　

本
市
の
水
道
事

業
は
、
地
下
水
を
水
源
と
し
て
始

ま
っ
た
経
過
も
あ
り
、
今
後
も
市

民
に
愛
着
の
あ
る
お
い
し
い
地
下

水
の
維
持
保
全
と
活
用
を
都
に
要

請
し
て
い
く
。

　

処
理
装
置
の
改
良
は
、
安
全
及

び
環
境
面
か
ら
必
要
と
考
え
る
の

で
、
都
に
強
く
要
望
し
て
い
く
。

杉
村　

康
之
議
員　

議
会
に
初
め

て
、ご
み
の
有
料
化
、ダ
ス
ト
ボ
ッ

ク
ス
撤
去
の
方
針
が
報
告
さ
れ
た

が
、
そ
の
賛
否
を
判
断
す
る
に
は

情
報
が
少
な
過
ぎ
る
。

　

有
料
化
に
つ
い
て
は
、
市
民
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
も
７
割
の

賛
意
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
を
踏

ま
え
て
ダ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス
撤
去
ま

で
言
及
す
る
の
は
ど
ん
な
論
理
か
。

環
境
安
全
部
長　

有
料
化
し
た
場

合
、
実
効
性
を
考
え
る
と
、
収
集

は
戸
別
収
集
と
な
り
、
結
果
と
し

て
ダ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス
は
不
要
と
な

る
が
、市
民
の
声
を
十
分
に
聞
い
て

進
め
る
べ
き
と
認
識
し
て
い
る
。

議
員　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
有
料
化
に

賛
成
と
し
た
人
も
、
ダ
ス
ト
ボ
ッ

ク
ス
撤
去
ま
で
は
考
え
て
い
な
い
。

一
方
的
に
方
針
を
説
明
す
る
の
で

は
な
く
、
市
民
と
議
論
し
た
上
で

方
針
を
決
定
し
て
も
ら
い
た
い
。

　

ま
た
、不
法
投
棄
対
策
と
し
て
、

ダ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス
へ
の
か
ぎ
の
取

り
付
け
が
有
効
と
考
え
る
が
、
難

し
い
と
聞
く
。
そ
の
理
由
は
。

環
境
安
全
部
長　

利
便
性
が
減
少

す
る
な
ど
様
々
な
意
見
が
あ
り
難

し
い
と
考
え
て
い
る
。

他
被
災
建
築
物
応
急
危
険
度
判
定
制
度

に
つ
い
て

小
山　

有
彦
議
員　

平
成
19
年
４

月
に
実
施
さ
れ
た
全
国
学
力
・
学

習
状
況
調
査
は
、
答
案
の
回
収
、

採
点
、
集
計
を
民
間
企
業
が
委
託

を
受
け
て
実
施
し
た
。し
か
し
、解

答
用
紙
に
児
童
・
生
徒
の
氏
名
を

記
入
す
る
こ
と
か
ら
、
個
人
情
報

保
護
の
観
点
で
問
題
と
考
え
る
。

　

19
年
度
予
算
審
議
の
中
で
、
番

号
方
式
で
の
実
施
を
提
案
し
た
が
、

そ
の
後
、
国
は
例
外
措
置
と
し
て
、

解
答
用
紙
に
氏
名
を
記
入
す
る
代

わ
り
に
、
氏
名
・
個
人
番
号
対
照

票
に
氏
名
を
記
入
さ
せ
た
上
で
、

解
答
用
紙
に
は
個
人
番
号
を
使
用

す
る
氏
名
・
個
人
番
号
対
照
方
式

を
認
め
た
が
、
市
は
ど
の
よ
う
に

対
応
し
た
か
。

学
校
教
育
部
長　

本
市
で
は
、
個

人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
、
個
人

番
号
で
対
応
す
る
の
が
適
切
で
あ

る
と
判
断
し
、
氏
名
・
個
人
番
号

対
照
方
式
で
同
調
査
に
参
加
す
る

旨
を
都
へ
回
答
し
た
。

　

ま
た
、
国
が
主
催
し
た
説
明
会

に
指
導
主
事
を
参
加
さ
せ
た
上
で
、

副
校
長
会
に
お
い
て
、
同
方
式
で

の
実
施
の
指
導
徹
底
を
図
っ
た
。

他 

府
中
市
の
ご
み
処
理
に
関
す
る
問
題

と
対
応
に
つ
い
て

コ
ス
ト
削
減
に
つ
な
が
る
よ
う
保

健
施
策
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

他
保
育
料
の
滞
納
に
つ
い
て
●

府
中
用

水
の
改
修
に
つ
い
て

　▲ライフコーダ（生活習慣記録機）　

　▲現状のごみ収集方式であるダストボックス

　▲若松 2号水源井


